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図 3-3-2 既往のゴルフ場の防災排水路と調整池平面図  
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図 3-3-3 ソーラ発電所造成工事の計画平面図  
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3-3-4 ゴルフ場の地盤リスク平面図  
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図 3-3-5 薬莱山麓斜面の地盤リスク平面図
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表 3-3-1 地質別地盤工学的特徴  

 

地
　

質
　

名
記

　
　

号
記

　
　

　
　

　
　

事
地

　
盤

　
工

　
学

　
的

　
な

　
特

　
徴

渓
流

堆
積

物
a
g

渓
流

に
堆

積
す

る
緩

い
砂

礫
層

で
、

層
厚

は
1
～

2
m

程
度

で
あ

る
。

沖
積

低
地

堆
積

物
に

続
い

て
い

く
。

対
象

地
の

渓
床

に
薄

く
堆

積
す

る
の

み

沖
積

低
地

堆
積

物
a
l

鳴
瀬

川
、

鹿
又

川
、

大
滝

川
及

び
そ

の
支

川
に

分
布

す
る

、
礫

、
砂

、
粘

土
の

未
固

結
堆

積
物

で
あ

る
。

対
象

地
に

な
し

低
位

段
丘

堆
積

物
ｔｒ

沖
積

低
地

か
ら

の
比

高
差

5
m

前
後

の
沖

積
段

丘
で

あ
り

、
や

や
締

ま
っ

た
砂

礫
層

か
ら

な
る

。
対

象
地

に
な

し

ロ
ー

ム
層

L
m

ロ
ー

ム
質

土
を

主
体

と
し

、
火

山
灰

質
な

粘
土

、
シ

ル
ト

、
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

、
礫

混
じ

り
シ

ル
ト

よ
り

な
る

。
層

厚
は

数
1
0
c
m

～
数

m
で

T
d
面

上
等

に
薄

く
分

布
す

る
。

対
象

地
の

岩
屑

法
面

に
薄

く
分

布
す

る
の

み

d
t2

d
t1

T
d
3

T
d
2

T
d
1

薬
莱

山
火

山
岩

類
A

n
薬

莱
山

本
体

部
は

輝
石

安
山

岩
溶

岩
（
A
n
）
か

ら
な

る
。

縁
辺

部
で

は
火

山
礫

凝
灰

岩
を

主
体

と
し

た
同

質
の

火
山

噴
出

物
お

よ
び

火
山

角
礫

岩
か

ら
な

る
。

カ
ル

デ
ラ

噴
火

後
の

中
央

火
口

丘
火

山
で

あ
る

。
ボ

ー
リ

ン
グ

で
は

未
確

認
。

対
象

地
の

薬
莱

山
の

硬
い

岩
盤

基
礎

地
盤

で
N
値

5
0
以

上
で

対
象

地
の

支
持

地
盤

と
な

る
。

小
野

田
層

O
n

シ
ル

ト
岩

、
泥

岩
を

主
と

し
、

一
部

に
軽

石
に

軽
石

質
凝

灰
岩

、
礫

岩
、

砂
岩

を
挟

有
。

古
い

カ
ル

デ
ラ

湖
の

湖
成

層
で

固
結

。
対

象
地

の
ゴ

ル
フ

場
地

下
の

標
高

2
2
0
～

2
3
0
m

以
深

に
ほ

ぼ
水

平
に

分
布

し
、

固
結

し
た

N
値

5
0
以

上
の

地
層

で
対

象
地

の
支

持
地

盤
と

な
る

。

安
山

岩
類

V
s

鮮
新

世
の

古
い

火
山

体
の

火
山

岩
類

で
あ

り
カ

ル
デ

ラ
噴

火
に

よ
り

山
体

の
形

は
よ

く
わ

か
ら

な
い

。
対

象
地

に
は

認
め

ら
れ

な
い

。
対

象
地

に
な

し

新 第 三 紀

鮮 新 統

薬
莱

山
斜

面
下

部
に

d
t1

が
厚

く
礫

主
体

で
分

布
し

、
表

土
は

0
.2

m
程

度
と

薄
く
、

C
=
1
7
.0

kN
/
m

2
、

φ
=
3
8
°

、
N
値

は
5
0
以

上
と

よ
く
締

ま
っ

て
い

る
。

d
t1

の
上

部
に

2
次

堆
積

し
た

d
t2

が
部

分
的

に
分

布
し

、
ガ

リ
ー

が
発

達
す

る
が

、
表

土
は

0
.4

m

程
度

、
C
=
1
1
.0

kN
/
m

2
、

φ
=
2
5
°

、
N
値

は
1
0
～

2
0
程

度
と

支
持

力
は

あ
る

。

対
象

地
ゴ

ル
フ

場
に

広
く
分

布
す

る
。

T
d
1
は

よ
く
締

ま
っ

て
お

り
、

表
土

は
0
.0

5
m

と
薄

く
、

C
=
2
3
.0

kN
/
m

2
、

φ
=
4
4
°

、
N
値

は
5
0
以

上
と

な
る

。
T
d
2
も

よ
く
締

ま
っ

て
お

り
、

表
土

は

0
.5

m
程

度
、

C
=
2
0
.0

kN
/
m

2
、

φ
=
4
4
°

、
N
値

は
5
0
前

後
と

な
り

、
支

持
地

盤
と

な
る

。
T
d
3
は

、
T
d
1
～

2
の

2
次

堆
積

物
で

あ
る

が
、

礫
質

土
で

比
較

的
締

ま
っ

て
い

て
、

表
土

は
0
.6

m
程

度
、

C
=
1
4
.0

kN
/
m

2
、

φ
=
2
0
°

、
N
値

は
1
0
前

後
と

な
る

。
パ

ネ
ル

基
礎

地
盤

と
し

て
は

十
分

な
支

持
力

が
あ

る
。

地
質

時
代

新 　 　 　 　 　 生 　 　 　 　 　 代

第 四 紀

完 新 統 更 　 　 新 　 　 統

崖
錐

堆
積

物

崖
錐

堆
積

物
は

発
生

時
期

と
そ

の
固

結
度

に
よ

り
、

d
t1

、
d
t2

の
2
つ

に
分

け
ら

れ
る

。
古

期
の

密
の

礫
主

体
と

す
る

堆
積

物
（
d
r1

）
は

薬
莱

山
の

西
と

東
斜

面
の

下
部

等
に

古
い

崩
壊

地
形

の
斜

面
下

に
分

布
す

る
。

こ
の

斜
面

上
部

に
は

新
し

い
緩

い
2

次
堆

積
物

d
t2

が
部

分
的

に
分

布
し

て
い

る
。

ま
た

、
薬

莱
山

の
北

側
と

南
側

斜
面

の
新

し
い

崩
壊

地
形

の
斜

面
下

に
は

新
し

い
崖

錐
堆

積
物

（
d
t2

）
が

分
布

し
て

い
る

。

岩
屑

流
堆

積
物

岩
屑

流
堆

積
物

（
T
d
）
は

、
対

象
地

の
南

西
方

に
位

置
す

る
船

形
山

火
山

（
カ

ル
デ

ラ
噴

火
後

の
火

山
）
の

山
体

崩
壊

に
よ

っ
て

対
象

地
の

古
い

カ
ル

デ
ラ

湖
成

堆
積

物
で

あ
る

小
野

田
層

（
O

n
）
の

上
に

広
く
流

下
堆

積
し

た
地

層
で

、
上

中
下

の
3
層

に
細

区
分

さ
れ

る
。

上
部

層
は

不
規

則
に

ロ
ー

ム
質

土
を

混
在

し
円

礫
を

主
と

す
る

緩
い

2
次

堆
積

物
（
T
d
3
）
。

中
間

部
層

は
凝

灰
質

な
粘

性
土

よ
り

な
る

締
ま

っ
た

岩
屑

流
堆

積
物

（
T
d
2
）
で

あ
る

。
下

部
層

は
礫

径
が

大
き

く
、

亜
角

礫
を

主
体

と
す

る
良

く
締

ま
っ

た
岩

屑
流

堆
積

物
（
T
d
1
）
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
層

厚
は

、
1
0
～

2
0
m

、
最

大
4
0
m

。
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４．今後の課題と対応  

今後の課題とその対応について以下に述べる。  

対象地については、著しい自然災害リスクや地盤リスクがないことがわか

った。だたし、今後の課題としては、薬莱山麓斜面において土砂流出リスク

が残っていることがわかった。  

その対応としては、図 3-3-5 に示した範囲において土砂流出留めのしがら

工等（図 4-1）を実施することがよい。さらに、薬莱山麓斜面においてはや

や斜面勾配が急であるため、排水路工を図 4-2 に示した明暗渠工にすること

や排水路工の侵食防止のための表面コンクリート工を施工する必要もある

かもしれない。  

ちなみに、しがら工の単価は 0.2 万/m²程度で、明暗渠工の単価は 1.5 万

/m 程度であるので参考にして欲しい。  

 

 

図 4-1 しがら工概要図  

 

図 4-2 明暗渠工の概要図  


